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１
月
25
日
（
土
）
西
宮
市
民
会
館
「
ア
ミ
テ
ィ
ホ
ー
ル
」
に
て
、
西
宮
市
、
西
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
社

協
）
の
主
催
に
よ
る
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
＆
支
援
費
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
西
宮
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
１
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
と
な
り
、
障
害
当
事
者
の
方
、
障
害
福
祉
関
係
者
は
も
と
よ
り
社
協

支
部
・
分
区
で
活
動
を
す
す
め
る
方
々
や
多
く
の
市
民
で
ホ
ー
ル
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
宮
市
授
産

活
動
振
興
委
員
会
（
小
規
模
作
業
所
や
授
産
施
設
等
福
祉
施
設
・
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
よ
り
自
主
製
品
の

展
示
販
売
や
温
か
い
昼
食
の
販
売
も
あ
り
、
ホ
ー
ル
周
辺
も
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。�

「
誰
も
が
＝
障
害
の
あ
る
人
が
障
害
の
な
い
人
と
同
等
に
＝
市
民
と
し
て
、

　
そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
活
動
す
る
社
会
の
実
現
」�
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高
齢
者
痴
呆
相
談
室�

心
配
ご
と
相
談
所�

　ボランティア活動に興味があり、何か始めてみたい方を対象に、ボランティ
アセンターでは、さまざまなボランティアに関する講座を開催しています。�
「ボランティアって何？」「どのようなボランティアがあるの？」「私にも出来る？」�
講座の中で仲間と一緒に学び、自分に合った活動を探してみませんか！�
　各講座の募集案内は、適宜、市政ニュースまたは社協の広報紙「しあわせ」、
ホームページに掲載します。多数の方のご参加をお待ちしています。�

～いろいろな話が聞けて、一歩踏み出すことが出来るかなと思
いました。病院ボランティアに参加しようと考えています。～�

　（入門教室アンケートから）�
～デイサービスセンターに行って、お風呂上りの人の頭をドラ
イヤーで乾かしてから髪の毛をといたら、「ありがとう、気持
ちよかった。」と言ってくれて、嬉しかったです。～�

　（サマーボランティアスクール文集から）�

������������

　
同
じ
問
題
を
抱
え
る

当
事
者
同
士
が
出
会
い
、

自
分
の
悩
み
を
打
ち
明

け
、
そ
し
て
仲
間
の
話

を
聞
く
こ
と
で
、
明
日

へ
の
力
や
希
望
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

が
、
介
護
者
の
会
で
す
。�

　
市
社
協
で
は
、
痴
呆

性
老
人
介
護
者
の
会�

『
さ
く
ら
会
』
と
、
高

齢
者
（
ね
た
き
り
）
介

護
者
の
集
い
『
ひ
ま
わ

り
会
』
の
活
動
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
月
１
回
の
定
例
会
で

は
、
お
互
い
困
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
話
し
な
が

ら
、
介
護
方
法
な
ど
ア

ド
バ
イ
ス
し
あ
っ
た
り
、

情
報
交
換
し
て
、
会
員

同
士
お
互
い
に
支
え
合

っ
て
介
護
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
今
年
度
は
、

両
会
と
市
社
協
合
同
で
、

市
内
の
介
護
保
険
在
宅

サ
ー
ビ
ス
実
施
事
業
者

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
調
査
結
果
は
、

今
後
『
事
業
者
情
報
誌
』

と
し
て
一
般
に
も
配
布

す
る
予
定
で
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
社
協

の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。�

　
現
在
介
護
で
お
悩
み

の
方
、
ど
う
ぞ
『
介
護

者
の
会
』
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。�

ボランティア活動や講座についてのお問い合わせは…�
　　　西宮市社協ボランティアセンター　1（０７９８）２３・１１４２�
　　　　　　　　　　　　　　　　　津門川町２－２８　市立福祉会館４階�

高齢者の方を�
　介護されている方�

『介護者の会』に�
参加してみませんか�

高齢者の方を�
　介護されている方�

『介護者の会』に�
参加してみませんか�

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い�

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い�

　
「
最
近
、
親
が
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
て
、
ど
う

接
し
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」
「
す
こ
し

お
か
し
な
行
動
を
す
る

の
だ
け
ど
、
こ
れ
は
痴

呆
の
始
ま
り
な
の
か
な
？
」

な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
い

た
だ
け
る
相
談
窓
口
と

し
て
、
『
高
齢
者
痴
呆

相
談
室
』
を
開
設
し
て

い
ま
す
。�

　
ご
相
談
に
は
、
介
護

経
験
の
あ
る
相
談
員
が
、

お
困
り
の
こ
と
を
十
分

時
間
を
か
け
て
お
聞
き

し
な
が
ら
、
適
切
な
介

護
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
毎
月
第
２
水

曜
日
に
行
っ
て
い
る�

『
家
族
相
談
会
』
で
は
、

専
門
医
師
か
ら
医
療
面

や
対
応
の
仕
方
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
ご
本
人
が
い
や
が
っ

て
病
院
に
行
け
な
い
な

ど
、
痴
呆
の
方
は
な
か

な
か
医
療
に
か
か
る
こ

と
が
困
難
で
す
が
、�

『
家
族
相
談
会
』
は
、

ご
家
族
の
方
の
ご
参
加

だ
け
で
も
結
構
で
す
し
、

ご
本
人
も
一
緒
に
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
個
別

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。�

�

ご
相
談
は
…�

●
高
齢
者
痴
呆
相
談
室�

　
毎
週
木
曜
日
　�

　
　
10
〜
16
時�

　
市
立
福
祉
会
館�

　
　
４
階
相
談
室�

（
津
門
川
町
２
ー
28
）�

　
1
（
０
７
９
８
）�

　
　
２
３
・
１
１
４
３

●
家
族
相
談
会�

〜
ド
ク
タ
ー
を
囲
ん
で
〜�

　
毎
月
第
２
水
曜
日
　

　
　��
13
時
30
分
〜�

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
　
別
館
２
階
会
議
室�

　
（
染
殿
町
８
ー
17
）�

※
い
ず
れ
も
無
料�

　
家
庭
問
題
、
福
祉
問

題
等
生
活
全
般
に
関
わ

る
悩
み
ご
と
、
ま
た
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
あ

ら
ゆ
る
心
配
ご
と
の
相

談
窓
口
で
す
。�

　
相
談
に
は
、
西
宮
市

民
生
委
員
・
児
童
委
員

会
の
ご
協
力
の
も
と
、

常
勤
相
談
員
と
、
２
名

の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
計
３
名
が
応
対
し

ま
す
。�

《
相
談
方
法
》
来
所�

《
相
談
日
時
》�

毎
週
木
曜
日
13
〜
16
時�

《
相
談
場
所
》�

市
役
所
市
民
相
談
課�

　
　
　
　
　
　
相
談
室�

支援費制度実施にあたり�支援費制度実施にあたり�
�����������

　
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

は
、
病
院
か
ら
退
院
さ

れ
た
方
や
、
医
師
の
診

断
に
基
づ
き
、
心
身
の

機
能
が
低
下
し
て
い
る

人
を
対
象
に
、
療
法
士

に
よ
る
機
能
訓
練
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
　

本
年
４
月
か
ら
障
害
者

福
祉
の
新
制
度
「
支
援

費
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

す
る
に
あ
た
っ
て
、
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
の
利

用
方
法
も
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。�

◎
対
象
は
年
齢
18
歳
以

上
の
「
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
」
で
、

当
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ

ー
の
医
師
の
診
察
に

よ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
と
診

断
さ
れ
た
方
。
利
用

期
間
は
１
年
以
内
で

個
別
に
設
定
し
ま
す
。�

①
病
院
を
退
院
後
、
在

宅
生
活
に
慣
れ
な
が

ら
社
会
参
加
に
む
け

て
の
準
備
が
必
要
な

方�

②
進
行
性
疾
患
で
、
少

し
で
も
進
行
を
遅
ら

せ
な
が
ら
、
身
体
機

能
の
維
持
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
な
方�

③
身
体
機
能
の
低
下
が

著
し
い
た
め
、
機
能

改
善
に
む
け
て
の
積

み
重
ね
が
必
要
な
方�

※
前
記
の
方
の
う
ち
、

年
齢
65
歳
未
満
の
方

で
、
西
宮
市
へ
支
援

費
制
度
の
居
宅
生
活

支
援
費
（
身
体
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

を
支
給
申
請
さ
れ
、

受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
「
身
体
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。�

�

詳
し
く
は
、�

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
へ�

　
1
（
０
７
９
８
）�

　
　
３
４
・
１
０
１
５�

　
6
３
４
・
６
７
６
３�

判
断
能
力
に
不
安
の
あ
る
方
の
生
活
支
援
を�

『
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
』�

　
こ
の
事
業
の
対
象
は
、

判
断
能
力
に
不
安
の
あ

る
痴
呆
症
や
知
的
障
害
、

精
神
障
害
の
あ
る
方
々

で
す
。
社
協
と
の
契
約

に
よ
っ
て
、
生
活
支
援

員
が
家
庭
を
訪
問
し
、

利
用
者
の
意
思
、
意
向

に
添
い
な
が
ら
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情

報
提
供
、
助
言
、
日
常

的
な
金
銭
管
理
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。�

　
ご
自
身
で
通
帳
・
印

鑑
等
を
保
管
す
る
の
が

不
安
な
方
に
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

や
日
常
的
金
銭
管
理
に

必
要
な
通
帳
・
印
鑑
等

に
限
り
お
預
か
り
し
ま

す
。
ま
た
、
お
預
か
り

し
た
通
帳
・
印
鑑
等
は
、

生
活
支
援
員
の
訪
問
日

に
お
届
け
し
ま
す
。�

　
利
用
す
る
に
は
、
専

門
員
が
ご
自
宅
を
数
回

訪
問
し
、
ど
ん
な
お
手

伝
い
が
で
き
る
か
利
用

者
ご
本
人
と
確
認
し
な

が
ら
支
援
計
画
を
た
て
、

ご
本
人
と
社
協
で
契
約

を
結
び
ま
す
。�

　
そ
の
後
、
生
活
支
援

員
を
派
遣
し
、
お
手
伝

い
を
開
始
し
ま
す
。�

利
用
料
１
回
５
０
０
円�

（
１
〜
２
時
間
程
度
）�

た
だ
し
、
契
約
ま
で
の

相
談
、
訪
問
、
支
援
計

画
策
定
は
無
料
で
す
。�

�

〈
お
手
伝
い
の
内
容
〉�

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の�

　
利
用
援
助�

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
や
利

用
手
続
き
の
お
手
伝
い

な
ど�

◆
日
常
的
金
銭
管
理�

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
や
公
共
料
金
等
の

支
払
い
代
行
、
年
金
の

振
込
の
確
認
、
生
活
費

の
出
し
入
れ
の
お
手
伝

い
な
ど�

◆
通
帳
・
印
鑑
預
か
り�

　
日
常
的
金
銭
管
理
を

行
う
た
め
に
必
要
な
通

帳
と
金
融
機
関
の
届
出

印
鑑
を
お
預
か
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
等
を
行

う
た
め
に
必
要
な
介
護

保
険
証
な
ど
の
各
種
保

険
証
等
も
お
預
か
り
で

き
ま
す
。�

�

お
問
い
合
わ
せ
は�

地
域
生
活
支
援
係
ま
で�

　
1
（
０
７
９
８
）�

　
　
２
３
・
１
１
４
３�

《
定
例
会
》�

●
『
さ
く
ら
会
』�

 

第
４
金
曜
日 

13
：
30
〜�

次
回 

３
月
28
日
（
金
）�

�

●
『
ひ
ま
わ
り
会
』�

 

最
終
水
曜
日 

13
：
30
〜�

次
回 

３
月
26
日
（
水
）�

�

《
会
場
》
両
会
と
も�

 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内�

　
（
染
殿
町
８
ー
17�
）�

《
会
費
》
両
会
と
も�

　
年
額
　
１
、
２
０
０
円�

　
（
月
額
１
０
０
円
）�

�
さ
く
ら
会
・�

　
ひ
ま
わ
り
会
へ
の�

入
会
や
お
問
い
合
せ
は�

地
域
生
活
支
援
係
ま
で

　
1
（
０
７
９
８
）�

　
　
２
３
・
１
１
４
３�

講　座　名� 対 象� 内　　容� 実　施　時　期�

ボランティア�
教　　室�

ボランティア�
入門講座�

初級手話講習会�

要約筆記ボランティア�
養成講座�

サマーボランティア�
スクール�

一般�
市民�

一般�
市民�

一般�
市民�

一般�
市民�
中・�
高校生�

ボランティアについて
の話・活動紹介・車イ
ス体験など�

ボランティアについての
講義・施設ボランティア
体験・当事者からのお話
など�

手話の学習・ろうあ者
との交流など�

要約筆記の学習・難聴
者との交流など�

ボランティア体験など�

毎月第3土曜日（祝日は休み）�
13：30～15：30�
次回：3月15日�

2月～3月（全7回）�

春～秋にかけて�
昼の部・夜の部あり�

春～夏にかけて（全11回）�

学校の夏休み期間中（数日間）�

＊ 講座の内容および時期はいずれも予定であり、変更になる場合もあります。�

赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動への�
ご協力ありがとうございました！�

　今年度も赤い羽根共同募金運動と歳末たすけあ
い運動に、多くの方々から多大なご協力をいただき、
誠にありがとうございました。�
　おかげをもちまして�
赤い羽根共同募金運動 ３０,６６２,３４６円�
歳末たすけあい運動　 １４,９１６,９６１円 の募金が集まりました。�
　ご協力をいただきました皆様方に心から厚くお礼申し上げます。�
　皆様から寄せられましたこれらの貴重な募金は「福祉のまちづくり」
の重要な民間財源として、兵庫県下の民間福祉施設・団体や西宮市内で
行われている地域福祉活動、市内施設の福祉事業推進のために活用させ

ていただきます。�
　共同募金は住民のみなさまの自主的なご協力に
より、運動が展開されています。�
　これからもご理解とご支援・ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。�

ー兵庫県共同募金会西宮支部ー�

臨時職員募集�
●業務内容　子育て支援に関する業務（主に一般事務）�
●募集要件　パソコン操作がある程度でき、保育士など子育てに関係する�
　　　　　　資格・経験がある方（普通運転免許要）�
●勤 務 日　平日のうち、週４日（9：00～17：15）　●期間 ４月～翌年３月末�
●賃　　金　日額６,２５０円　※その他　臨時手当・交通費支給、社会保険加入�
●募集人員　若干名　　●年令　概ね40才まで�
●応募方法　履歴書を下記まで提出�
●応募期日　３月19日（水）必着�
●面 接 日　３月23日（日）書類選考の上、面接�
●問 合 せ　総務課1（0798）３7・００１０　〒662-0913 西宮市染殿町8－17


